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第1回定例会　こんなことが決まりました
　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

は
、
３
月
2
日
か
ら
18
日
ま
で

の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
30
案

件
と
発
議
１
件
、
請
願
１
件
が

上
程
さ
れ
、
そ
の
う
ち
18
案
件

を
即
決
。
「
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、

修
正
動
議
が
出
さ
れ
採
決
の
結

果
、
可
否
同
数
で
議
長
が
可
否

を
決
定
し
修
正
案
は
否
決
に
、

本
案
の
採
決
も
可
否
同
数
と
な

り
、
議
長
が
可
否
を
決
定
し
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
一
般
・
特
別
会
計
予

算
案
10
件
は
予
算
審
査
特
別
委

員
会
（
７
、
８
日
）
に
、
「
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
高
校

卒
業
ま
で
に
拡
充
し
、
窓
口
無

料
化
を
求
め
る
請
願
書
」
は
文

教
厚
生
委
員
会
（
4
日
）
に
、

付
託
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
14
日
、
15
日
に

行
わ
れ
、
11
人
の
議
員
が
質
問

し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
各
委
員
会
に
付

託
し
た
議
案
等
の
審
査
と
結
果

の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
採

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
平
群
町
一
般
会
計
予
算
は

賛
成
少
数
で
否
決
に
、
そ
の
他

の
特
別
会
計
予
算
は
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
の

「
平
群
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
否
決

に
、
「
虐
待
防
止
対
策
の
抜
本

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
は
可

決
し
ま
し
た
。
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議決結果議　　　　案　　　　名
山
本
隆
史

城
内
敏
之

井
戸
太
郎

森
田
　
勝

稲
月
敏
子

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

髙
幣
幸
生

窪
　
和
子

馬
本
隆
夫

下
中
一
郎

山
田
仁
樹

町

長

提

出

議

案

※

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

※
※

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　＊欠席　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

平群町行政不服審査会条例の制定について
平群町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の
交付に係る手数料に関する条例の制定について
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例
の一部を改正する条例について
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の
一部を改正する条例について
平群町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正する条例について
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について
平群町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
平群町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
平群町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
平成２７年度平群町一般会計補正予算（第５号）について
平成２７年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
平成２７年度平群町水道事業会計補正予算（第１号）について
平成２７年度平群町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
総合スポーツセンター防災拠点施設整備工事変更請負契約の締結について
人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて
平成２８年度平群町一般会計予算について
平成２８年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について
平成２８年度平群町国民健康保険特別会計予算について
平成２８年度平群町水道事業会計予算について
平成２８年度平群町下水道事業特別会計予算について 
平成２８年度平群町農業集落排水事業特別会計予算について
平成２８年度平群町学校給食費特別会計予算について
平成２８年度平群町介護保険特別会計予算について
平成２８年度平群町奨学資金貸付事業特別会計予算について
平成２８年度平群町後期高齢者医療特別会計予算について
子ども医療費助成制度を高校卒業までに拡充し、窓口無料化を求める請願書
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に対する修正案
平群町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正する条例について
虐待防止対策の抜本強化を求める意見書

専決処分の承認を求めることについて
（平群町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について）

●

○
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３月議会に上程され、初日に即決した
議案及び質疑を紹介します。

平
群
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
の
制
定

平
群
町
行
政
不
服
審
査
法
の

規
定
に
よ
る
提
出
資
料
等
の

写
し
等
の
交
付
に
係
る
手
数

料
に
関
す
る
条
例
の
制
定

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

い
、
国
民
が
行
政
庁
に
不
服
申
し
立

て
る
場
合
、
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
第
３
者
機
関
で
あ
る
平
群
町

行
政
不
服
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め

で
、
必
要
な
条
例
整
備
並
び
に
事
項

の
規
定
を
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
不
服
請
求
は
ど

れ
く
ら
い
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
内
容

が
多
い
の
か
。

　
　
　
　

平
成
20
年
、
21
年
で
国
民

健
康
保
険
税
、
23
年
は
滞
納
処
分
、

24
年
は
町
民
税
の
賦
課
処
分
、
26
年

は
固
定
資
産
評
価
委
員
会
に
関
す
る

申
し
立
て
１
件
、
27
年
度
は
ま
だ
な

い
。一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

平
成
27
年
８
月
６
日
に
出
さ
れ
た

人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、
一
般
職
の
職

員
の
給
料
月
額
、
地
域
手
当
の
支
給

割
合
の
改
定
及
び
管
理
職
員
特
別
勤

務
手
当
の
支
給
要
件
で
あ
る
勤
務
の

範
囲
を
広
げ
る
た
め
の
改
正
と
課
長

級
６
％
、
主
幹
級
４
％
を
28
年
12
月

ま
で
減
じ
る
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
条
例
が
提
出
さ
れ
た
後
、
山

口
議
員
よ
り
「
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
対
す
る
修
正
案
」
が
提
出

さ
れ
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
入
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
管
理
職
の
給

与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
町
の
財
政

難
を
理
由
に
職
員
の
給
与
は
長
年
に

わ
た
り
管
理
職
手
当
も
含
め
減
額
さ

れ
て
き
た
。
住
民
の
福
祉
増
進
に
寄

与
す
べ
き
行
政
運
営
の
要
と
な
る
べ

き
幹
部
職
員
の
士
気
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
給
与
カ
ッ
ト
を
実
施

し
な
い
修
正
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

管
理
職
の
給
与
カ
ッ
ト
で

影
響
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

９
カ
月
間
で
６
６
９
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　

一
般
職
よ
り
管
理
職
の
年

収
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
の
か
。

　
　
　
　

総
所
得
に
つ
い
て
の
試
算

は
し
て
い
な
い
が
、
一
般
職
に
は
超

過
勤
務
手
当
が
あ
り
、
勤
務
時
間
が

増
え
れ
ば
管
理
職
よ
り
年
収
が
上
が

る
場
合
は
あ
る
。

　
　
　
　

給
与
カ
ッ
ト
を
28
年
12
月

ま
で
と
す
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

近
隣
町
に
比
べ
、
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
若
干
高
い
。
給
与
制

度
を
見
直
す
た
め
職
員
組
合
に
申
し

入
れ
を
し
て
お
り
、
12
月
末
ま
で
か

け
て
協
議
す
る
関
係
で
９
カ
月
と
設

定
し
た
。

　
　
　
　

管
理
職
全
員
に
合
意
は
得

ら
れ
た
の
か
。

　
　
　
　

２
月
８
日
に
全
管
理
職
を

対
象
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
一
定
の

理
解
を
得
た
。

　
　
　
　

近
隣
の
給
料
制
度
を
調
べ

る
と
、
平
群
町
の
給
料
表
の
わ
た
り

制
度
が
他
町
に
比
べ
非
常
に
早
く
昇

給
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

町
は
厳
し
い
財
政
の
中
、
組
合
と
も

協
議
し
見
直
す
研
究
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

管
理
職
の
給
与
カ
ッ
ト
は

今
回
が
最
後
、
今
後
一
切
し
な
い
方

向
で
考
え
て
い
る
。
給
与
制
度
の
見

直
し
と
組
織
改
正
に
よ
り
事
務
事
業

の
効
率
化
を
図
り
総
人
件
費
を
削
減

し
て
い
き
た
い
。
９
カ
月
か
け
て
職

員
組
合
と
も
十
分
協
議
し
、
新
し
い

給
料
制
度
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

原
案
に
反
対
・
修
正
案
に

賛
成
討
論

　

財
政
難
を
理
由
に
長
年
給
与
カ
ッ

ト
が
さ
れ
て
き
て
い
る
中
、
管
理
職

だ
け
に
そ
の
不
利
益
を
与
え
る
行
為

は
い
か
が
な
も
の
か
。
行
政
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
か
ら
も
カ
ッ
ト
は
す

べ
き
で
な
い
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告

の
給
与
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も

の
と
い
う
観
点
か
ら
原
案
に
反
対
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

　

管
理
職
よ
り
総
所
得
が
高
い
一
般

職
が
お
ら
れ
る
の
は
、
士
気
の
上
で

も
よ
く
な
い
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。
人
事
院
勧
告
と
給
与
カ
ッ

ト
が
同
時
に
出
て
き
た
の
は
、
法
案

上
、
仕
方
が
な
い
に
し
て
も
理
解
し

が
た
い
の
で
原
案
に
反
対
、
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

討

　

論

３月議会に上程され、初日に即決された
議案及び審議を紹介します。

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問
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原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に

反
対
討
論

　

将
来
財
政
は
非
常
に
逼
迫
し
大
変

な
時
期
に
来
る
。
財
政
健
全
化
団
体

に
な
れ
ば
住
民
に
非
常
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
管
理
職
の
給

与
カ
ッ
ト
は
非
常
に
申
し
訳
な
い
こ

と
だ
が
、
こ
れ
で
最
後
と
明
言
さ
れ

管
理
職
も
合
意
を
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
原
案
に
賛
成
、
修
正
案
に
反
対

す
る
。

　

平
群
町
は
高
齢
化
現
象
が
進
み
、

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
今
の
状
態

で
は
税
収
増
は
期
待
で
き
な
い
の
で

原
案
に
賛
成
、
修
正
案
に
反
対
す

る
。

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
対

す
る
修
正
案
に
つ
い
て
、
採
決
の
結

果
賛
成
５
名
、
反
対
５
名
で
可
否
同

数
に
な
り
、
議
長
が
可
否
を
決
定
し

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
採
決
の
結
果
賛
成

５
名
、
反
対
５
名
で
可
否
同
数
と
な

り
議
長
が
可
否
を
決
定
し
原
案
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
お
よ
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
群
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

い
ず
れ
も
、
期
末
手
当
の
支
給
割

合
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
、
町

税
徴
収
手
当
、
環
境
衛
生
手
当
、
出
納

業
務
手
当
、
乗
務
手
当
を
引
き
続
き
１

年
不
支
給
に
す
る
も
の
で
す
。

平
群
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
群
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

指
定
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
、

運
営
に
関
す
る
基
準
が
一
部
改
正
さ

れ
る
た
め
運
営
推
進
会
議
等
の
必
要

な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

運
営
推
進
会
議
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

利
用
者
、
利
用
者
の
家

族
、
住
民
の
代
表
、
町
の
職
員
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
指

定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て

知
識
を
有
す
る
者
で
運
営
推
進
会
議

を
開
催
す
る
。

平
群
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

非
常
勤
の
消
防
団
員
が
公
務
災
害

等
で
損
害
補
償
を
受
け
る
と
き
の
額

が
改
正
さ
れ
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

平
成
27
年
度
平
群
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　

補
正
額
は
１
億
５
７
７
４
万
１
千

円
。
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
に

伴
う
人
件
費
の
調
整
、
27
年
度
執
行

見
込
み
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
、
国

庫
補
助
金
交
付
見
込
み
に
よ
る
財
源

変
更
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
対

象
事
業
と
し
て
「
平
群
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
掲

げ
た
事
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
に
係
る
予
算
措
置
、
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
充
実
事
業
で
各
小
学
校

と
あ
す
の
す
平
群
に
図
書
館
司
書
の

配
置
な
ど
で
総
額
77
億
３
８
８
４
万

円
と
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

年
金
生
活
者
に
支
援
す
る

臨
時
福
祉
給
付
金
の
趣
旨
、
支
給
時

期
、
給
付
対
象
者
の
範
囲
、
実
施
方

法
は
。

　
　
　
　

低
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
の
所
得
の
底
上
げ
を
図
る

た
め
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

対
象
者
は
27
年
１
月
１
日
現
在
、
平

群
町
に
住
所
が
あ
り
住
民
税
非
課
税

の
方
で
、
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に

な
ら
れ
る
１
７
０
０
人
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
で
ふ
る
さ

と
基
金
２
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
納
税
の
件
数
と
金
額
、
ま

た
、
平
群
町
の
方
が
他
自
治
体
へ
納

税
さ
れ
た
件
数
と
金
額
。

　
　
　
　

27
年
２
月
末
現
在
で
、
２

０
３
件
２
２
６
万
円
の
寄
付
を
頂
戴

し
た
。
他
自
治
体
へ
の
納
税
は
、
２

２
８
件
で
約
６
７
４
万
２
０
０
０

円
。

　
　
　
　

夏
の
参
院
選
挙
で
選
挙
権

が
18
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

が
、
本
町
の
新
有
権
者
の
人
数
と
投

票
率
向
上
の
た
め
シ
ス
テ
ム
改
修
費

が
予
算
措
置
さ
れ
た
が
、
投
票
を
し

や
す
い
環
境
に
取
り
組
む
た
め
本
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

新
有
権
者
数
は
、
18
歳
が

１
６
１
名
、
19
歳
が
１
６
９
名
。
選

挙
直
前
に
転
居
し
て
も
３
ヵ
月
は
前

採
　

決
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弁
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住
所
で
の
投
票
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
計
上

し
た
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
共
通
投
票
所
を

設
置
す
る
た
め
二
重
投
票
を
防
止
す

る
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
作
業
を

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
連
れ
で
も
投
票
し
や
す
い
投

票
所
の
設
営
も
し
て
い
き
た
い
。

　　
　
　
　

障
害
福
祉
費
の
扶
助
費
９

１
８
万
７
０
０
０
円
に
増
え
た
理
由

と
介
護
と
訓
練
ど
ち
ら
の
比
重
が
大

き
い
の
か
。

　
　
　
　

利
用
件
数
が
増
え
た
た
め

増
額
し
た
。
介
護
の
ほ
う
が
多
い
。

　
　
　
　

観
光
費
の
機
械
器
具
購
入

費
で
多
言
語
対
応
タ
ッ
チ
型
観
光
案

内
機
器
設
置
の
事
業
概
要
と
何
カ
国

対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

外
国
人
観
光
客
が
来
訪
す

る
町
内
の
観
光
案
内
所
に
観
光
案
内

機
器
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
設
置
し
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
が

対
応
で
き
る
。

　
　
　
　

繰
越
明
許
費
に
（
仮
称
）

平
群
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
基

本
計
画
策
定
業
務
４
７
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
説

明
を
。

　
　
　
　

町
内
公
共
施
設
の
現
状
と

課
題
、
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
方
針
や

手
法
、
建
設
規
模
な
ど
十
分
な
議
論

を
進
め
る
計
画
業
務
発
注
の
た
め

で
、
基
本
計
画
を
立
て
て
皆
様
に
説

明
す
る
た
め
急
き
ょ
12
月
に
流
用
を

し
た
。

　
　
　
　

（
仮
称
）
平
群
町
文
化
セ

ン
タ
ー
・
図
書
館
基
本
計
画
策
定
業

務
の
予
算
を
、
12
月
に
慌
て
て
流
用

し
な
く
て
も
、
３
月
議
会
の
補
正
予

算
で
計
上
し
て
も
間
に
合
う
の
に
な

ぜ
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

一
刻
も
早
く
き
っ
ち
り
説

明
で
き
る
資
料
を
作
成
し
、
具
体
化

し
た
も
の
を
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
、

ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
総
合
的

に
検
討
、
協
議
す
る
た
め
。

　
　
　
　

　
　
　
　

財
政
が
大
変
で
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
や
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
れ
ば
、
29

年
30
年
に
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館

を
建
設
す
る
計
画
は
、
時
期
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
う

い
う
や
り
方
で
流
用
す
る
の
は
反
省

し
改
善
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

29
年
、
30
年
に
絶
対
建
設

す
る
と
い
う
の
は
、
相
当
難
し
い
。

ま
た
、
拙
速
に
事
務
処
理
を
行
っ

た
。
今
後
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

平
成
27
年
度
平
群
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

歳
出
で
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
拠
出
金
額
決
定
と
前
期
高
齢
者
交

付
金
の
過
年
度
精
算
に
よ
る
返
還
、

そ
れ
に
伴
う
繰
入
金
の
増
額
を
行
う

も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
平
群
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

藤
代
池
原
水
で
か
び
臭
が
発
生
し

た
た
め
椣
原
浄
水
場
を
停
止
し
、
県

水
受
水
量
が
増
え
た
た
め
受
水
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
平
群
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

下
水
道
使
用
料
徴
収
業
務
委
託

料
、
流
域
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に

よ
り
負
担
金
の
減
額
等
８
８
５
万
円

減
額
し
、
27
年
度
公
共
下
水
道
事
業

の
一
部
が
年
度
末
に
完
了
で
き
な
い

た
め
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
す
る
も

の
で
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

防
災
拠
点
施
設
整
備
工
事

変
更
請
負
契
約
の
締
結

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
防
災
拠
点

整
備
工
事
を
進
め
る
中
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
基
礎
、
及
び
自
家
発
電
設
備
設
置

の
変
更
契
約
を
行
う
も
の
で
す
。

社会科公民の学習の一環で、平群北小学校６年生の
みなさんが、町議会のことを学びに来てくれました。
議場で議長席、議員席に座り、議会の模擬体験をし

てもらいました。「緊張したー！」「楽しかった♪」
と言っていた子どもたち・・・議会や町政を身近に感
じることができたでしょうか。
議会見学が終わってお礼にすてきな文集をいただき

ました。
「議場に行けて、町議員になってみたい。」「私も

１８才になったら政治に参加して、投票しようと思い
ます。」「条例の本がぶあつくておどろきました。」
「これからもより暮らしやすい元気な平群町をつくっ
てください。」
これからも多くのことを学び、町の将来を担う人材

が育つことを心から願っています。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　
　
　
　

定
住
促
進
奨
励
交
付
金
の

申
請
時
期
は
。

　
　
　
　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

３
ヵ
月
間
。

　
　
　
　

ペ
イ
ジ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
収

納
の
費
用
効
果
額
が
２
３
０
万
３
４

９
４
円
。
住
民
の
利
便
性
が
一
番
だ

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

ペ
イ
ジ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
収

納
は
県
外
や
郵
便
局
で
も
納
付
書
で

対
応
で
き
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
土
日
も

収
納
が
で
き
る
た
め
、
か
な
り
納
付

し
や
す
く
な
っ
た
。
28
年
度
か
ら

は
、
全
納
納
付
書
を
入
れ
る
方
向
で

現
在
進
め
て
い
る
。

　　
　
　
　

学
童
保
育
運
営
費
で
賃
金

が
２
０
６
２
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

指
導
員
数
と
最
終
時
間
の
体
制
は
。

　
　
　
　

指
導
員
は
平
群
学
童
１
と

２
で
６
人
、
北
学
童
で
５
人
、
南
学

童
で
５
人
の
計
16
人
。
厚
生
労
働
省

令
の
基
準
に
基
づ
き
、
全
時
間
帯
複

数
配
置
で
保
育
す
る
こ
と
を
条
例
で

定
義
し
て
い
る
の
で
、
夜
７
時
半
ま

で
指
導
員
２
人
体
制
で
運
営
し
て
い

る
。

　
　
　
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
仮
置
き
焼

却
灰
処
理
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

施
工
監
理
業
務
で
測
量
設

計
委
託
料
４
３
０
万
円
、
仮
置
き
焼
却

灰
の
運
搬
で
１
億
３
０
２
７
万
４
千

円
、
環
境
対
策
工
事
と
し
て
作
業
員
の

掘
削
作
業
前
・
作
業
中
・
作
業
後
の
血

液
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査
、
溶
出
、

大
気
、
土
壌
等
の
測
定
分
析
、
工
事
用

の
仮
囲
い
テ
ン
ト
の
設
置
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
工
事
で
換
気
集
塵
設
備
機

械
の
設
置
、
造
成
に
係
る
掘
削
、
盛
り

土
、
整
地
等
の
土
木
工
事
費
、
運
搬
工

事
の
経
費
等
で
１
億
８
６
１
万
８
千

円
、
処
理
す
る
自
治
体
へ
の
負
担
金
２

０
２
万
４
千
円
、
合
計
２
億
４
５
２
１

万
６
千
円
。

　
　
　
　

道
の
駅
の
第
３
駐
車
場
を

廃
止
し
、
第
１
駐
車
場
の
北
側
を
拡

張
し
た
が
、
近
隣
の
住
宅
地
か
ら
苦

情
が
出
な
い
対
策
は
。

　
　
　
　

拡
幅
す
る
駐
車
場
は
22

台
。
前
向
き
駐
車
の
表
示
は
２
ヵ
所

設
置
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
必
要
で

あ
れ
ば
、
費
用
負
担
等
を
指
定
管
理

者
と
協
議
し
た
い
。
近
隣
住
民
と
相

談
し
た
結
果
、
拡
幅
し
た
部
分
は
午

後
６
時
ま
で
の
利
用
な
の
で
、
24
時

間
駐
車
し
な
い
形
を
と
り
た
い
。

　
　
　
　

産
官
学
連
携
商
品
の
金
時

芋
の
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
「
へ

ぐ
り
っ
こ
」
が
期
間
限
定
で
販
売
さ

れ
て
い
た
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
　

近
畿
大
学
農
学
部
の
学
生

が
作
る
作
物
を
原
材
料
と
し
て
い
ろ

ん
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
開
発
を
進
め
る

計
画
を
立
て
て
お
り
、
今
後
も
商
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
で

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

配
置
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

　
　
　
　

27
年
秋
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
平
群
町
、
大
和

郡
山
市
、
三
郷
町
で
１
人
配
置
さ
れ

て
い
る
。
毎
月
学
校
か
ら
配
置
状
況

の
内
容
、
効
果
を
書
面
で
報
告
を
受

け
て
い
る
の
で
、
一
定
年
度
過
ぎ
た

ら
内
容
を
ま
と
め
報
告
し
た
い
。

　
　
　
　

年
々
公
債
費
が
増
加
し
、

28
年
度
は
10
億
６
千
万
円
、
30
年
度

は
11
億
円
、
31
年
度
は
12
億
円
近
く

な
る
見
込
み
に
な
っ
て
い
る
。
歳
入

不
足
の
予
算
編
成
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
か
ら
、
公
債
費
は
９
億
円
を

下
回
る
こ
と
が
当
初
予
算
を
組
め
る

ぎ
り
ぎ
り
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

公
債
費
が
10
億
円
を
超
え

る
と
予
算
編
成
に
支
障
を
来
し
て
い

る
。
最
近
で
は
道
路
関
係
の
交
付
税

算
入
が
非
常
に
低
く
、
ソ
フ
ト
整
備

も
地
方
債
の
発
行
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
起
債
の
発
行
は
交
付
税
算
入

を
見
込
め
る
も
の
が
第
一
番
で
、
政

策
的
な
判
断
を
含
め
て
ど
の
事
業
に

力
点
を
置
く
の
か
が
重
要
に
な
る
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
は
人
口

減
、
特
に
年
少
人
口
比
率
が
11
％
を
割

る
な
ど
現
役
世
帯
が
極
端
に
少
な
い
こ

と
が
原
因
で
、
若
者
世
帯
の
定
住
化
を

図
る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
総
合

戦
略
の
４
つ
の
基
本
目
標
は
正
し
い
と

思
う
が
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
施
策
や

事
業
を
予
算
に
反
映
し
た
も
の
は
ほ
ぼ

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
27
年
12

月
議
会
で
議
員
７
人
の
賛
成
で
固
定
資

産
税
率
を
段
階
的
に
標
準
税
率
に
戻
す

議
案
が
可
決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
長
は
再
議
に
か
け
て
超
過
税
率
を
取

り
続
け
る
姿
勢
を
示
し
、
長
年
大
事
に

し
て
き
た
福
祉
施
策
は
切
り
捨
て
ら
れ

た
ま
ま
、
隅
か
ら
隅
ま
で
無
駄
を
省
く

こ
と
も
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

行
政
姿
勢
で
は
町
財
政
は
ま
す
ま
す
悪

循
環
に
な
る
の
で
反
対
す
る
。

　

山
積
す
る
課
題
や
少
子
高
齢
化
の
本

町
の
子
育
て
支
援
等
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
厳
し
い
中
で
予
算
を
策
定
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
で
町
税
収
入
が

減
少
し
、
財
政
安
定
は
ま
だ
ま
だ
で
は

あ
る
が
、
国
県
の
交
付
金
や
補
助
金
を

使
い
、
安
心
の
住
民
生
活
を
考
え
た
28

年
度
予
算
案
に
は
、
町
長
以
下
職
員
の

苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
謝

し
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計

主
な
質
疑
・
討
論

平成28年度予算

反

対

討

論

賛

成

討

論

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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単
年
度
収
支
で
２
億
７
０
０

万
円
の
歳
入
不
足
に
な
る
要
因
は
。

           

４
年
連
続
の
減
税
と
医
療
費

の
伸
び
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　

    　

特
定
健
診
の
受
診
率
と
、
金

額
と
回
数
の
拡
充
を
し
た
人
間
ド
ッ

ク
の
実
績
は
。

　

    　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
県
下

６
位
、
市
町
で
は
１
位
で
あ
る
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
27
年
度
か
ら
２
区

分
助
成
す
る
こ
と
で
受
診
が
増
え

て
、
28
年
度
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
予

算
措
置
を
し
て
い
る
。

  

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
共
済
組
合

の
節
目
健
診
で
は
３
万
円
助
成
し
て

い
る
が
、
健
保
組
合
で
も
日
帰
り
３

万
円
以
上
の
助
成
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
て
お
り
、

２
区
分
受
診
さ
れ
る
と
１
人
に
対
し

て
６
万
円
助
成
す
る
制
度
は
、
県
下

で
１
番
大
き
い
助
成
と
考
え
て
い

る
。

　

審
議
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

24
年
度
か
ら
県
の
大
滝
ダ

ム
が
供
用
開
始
さ
れ
、
年
間
３
千
万

円
経
費
が
安
く
な
っ
て
お
り
、
住
民

に
一
部
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

老
朽
化
し
た
施
設
を
更
新

し
、
将
来
的
に
安
心
で
安
全
な
水
を
供

給
し
続
け
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
、

当
面
今
の
単
価
で
維
持
し
た
い
。

　

地
方
自
治
体
の
責
務
は
住
民
福
祉
の

増
進
で
、
県
水
の
値
下
げ
を
活
用
し
、

せ
め
て
消
費
税
増
税
分
の
水
道
料
金
の

値
下
げ
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
姿

勢
が
な
く
、
予
算
に
も
反
映
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

水
道
事
業
施
設
は
経
年
変
化
か
ら

老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
化
も
必
要
に

な
る
。
安
定
し
た
水
の
供
給
が
町
民

の
願
い
で
あ
り
、
現
状
を
十
分
理
解

し
、
県
水
移
行
を
考
え
た
予
算
策
定

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　　
　
　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

パ
ン
や
デ
ザ
ー
ト
の
代
替

と
牛
乳
を
豆
乳
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に

代
替
し
て
提
供
し
て
い
る
。

　

新
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

担
任
と
面
談
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

聞
き
取
り
調
査
を
し
、
密
な
連
携
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

　

審
議
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

27
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

医
療
・
介
護
の
専
門
家
が

家
族
な
ど
の
訴
え
で
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
人
及
び
家
族
を
訪
問
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
等
を
集
中
的
に

行
っ
て
自
立
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
チ
ー
ム
で
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
し
て
い
る
が
、
組
織
を

立
ち
上
げ
て
日
が
浅
く
、
実
際
訪
問

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

第
６
期
も
介
護
保
険
料
を

大
幅
に
上
げ
て
お
り
、
こ
の
１
年
を

見
た
だ
け
で
第
６
期
の
３
年
間
は
大

幅
な
黒
字
に
な
る
。
当
初
計
画
と
の

ず
れ
を
修
正
す
る
た
め
に
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
を
見
直
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
町
の
見
解
は
ど
う
か
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

学
校
給
食
費
特
別
会
計

学
校
給
食
費
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

反

対

討

論

賛

成

討

論

平成２8年度一般会計・特別会計予算総括
（単位：千円）

 　
住宅新築資金等貸付事業特別会計
国民健康保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
学校給食費特別会計
介護保険特別会計　　   保険事業勘定
奨学資金貸付事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

 　
　 　　　　　　 水道事業収益
　 　　　　　　 水道事業費用
　 　　　　　　 資本的収入
　 　　　　　　 資本的支出

一　般　会　計  
特　別　会　計

7,350,000

21,529
3,037,507
538,100
37,560
66,617

1,759,165
948

340,926
5,802,352

528,047
531,046
201,019
288,916

平成28年度
予算案

7,365,000

33,470
3,004,000
613,970
39,840
67,175

1,707,369
1,013

320,721
5,787,558

522,772
510,246
54,257
178,305

△15,000

△11,941
33,507
△75,870
△2,280
△558
51,796
△65

20,205
14,794

11,095
△12,058
115,936
125,319

△0.2

△35.7
1.1

△12.4
△5.7
△0.8
3.0
△6.4
6.3
0.3

2.2
△2.2
136.3
76.6

平成27年度
予算額

区　　　　　分
増減額

比　　較
増減率（％）

企　業　会　計
特 別 会 計 合 計

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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第
５
期
の
第
５
段
階
で
下
限

が
１
４
８
万
円
の
方
は
２
・
５
倍
の
開

き
が
あ
っ
た
の
で
、
階
層
を
増
や
し
、

収
入
金
額
で
１
０
０
万
円
刻
み
に
し
て

所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
設
定
し
た
。

計
画
よ
り
基
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る

が
、
計
画
は
３
年
間
を
ス
パ
ン
と
し
て

保
険
料
を
設
定
し
て
お
り
、
黒
字
が
出

た
場
合
は
次
の
期
で
そ
の
上
が
り
幅
を

抑
え
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
期
の
途
中
で
は
な
く
、
第
７

期
の
保
険
料
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
部

分
に
活
用
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い

る
。

　

27
年
度
か
ら
の
第
６
期
計
画
は
、
特

に
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
設
定
に
問

題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
は
、
27
年
度
決
算
見
込
み
や
新
年
度

予
算
案
か
ら
も
明
ら
か
で
、
こ
れ
を
是

正
せ
ず
に
計
画
を
続
け
る
こ
と
は
、
１

号
被
保
険
者
に
対
す
る
背
信
行
為
に
な

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算

に
は
反
対
す
る
。

　

介
護
は
避
け
て
通
れ
な
い
時
代

で
、
皆
で
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
介
護
を
受
け
ず
に
生
活
で
き

る
施
策
の
１
つ
と
し
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
活
発
に
す

る
こ
と
が
予
算
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
に
も
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
る
。
今
後
、
介
護

は
負
担
が
大
き
く
な
る
方
向
で
あ
る

が
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
策
定
さ
れ
た
本
予
算
に
は

賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　

広
域
行
政
の
問
題
点
が
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
出
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
住
民

に
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
広
域
議
会
で

議
案
が
通
り
２
年
ご
と
に
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
問
題

が
あ
り
、
今
回
の
値
上
げ
は
納
得
で
き

な
い
の
で
反
対
す
る
。

　　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者

に
対
す
る
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
維
持
、
向
上
を
目
的
に
開
始
さ
れ
、

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
等
の
税

制
改
正
も
行
わ
れ
、
現
在
は
こ
の
制
度

が
定
着
し
、
高
齢
者
が
医
療
を
受
け
る

上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
広
域
連

合
に
加
入
し
て
い
る
平
群
町
と
し
て
提

案
さ
れ
た
予
算
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

の
で
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

山
田
仁
樹

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反

対

討

論

反

対

討

論

賛

成

討

論

賛

成

討

論

議 会 の 動 き

人権擁護委員候補者の推薦

承　認
人権擁護委員候補者の推薦

承　認
　井戸美恵子氏と西本たづ子氏は、適
任であるとの意見で答申することに決
しました。

議会運営委員会
２月１８日（木）

※平成２８年平群町議会第１回定例会の議
会運営について

駅周辺整備事業特別委員会
２月１７日（水）

※駅周辺整備事業の進捗状況について

文教厚生委員会
２月２９日（月）

※清掃センター仮置き焼却灰について

議
員
提
出
議
案

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
対

す
る
修
正
案

発
議
者　
　

山
口　

昌
亮

（
否
　 

決
）

平
群
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

提
出
者　
　

髙
幣　

幸
生

　

賛
成
者　
　

山
本　

隆
史

城
内　

敏
之

窪　
　

和
子

馬
本　

隆
夫

（
否
　 

決
）

虐
待
防
止
対
策
の
抜
本

強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
案
者　

窪　
　

和
子

賛
成
者　

髙
幣　

幸
生

（
原
案
可
決
）

住所　平群町西宮
井戸　美恵子　氏

住所　平群町若葉台
西本　たづ子　氏

答
弁
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文
教
厚
生
委
員
長
報
告

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を

高
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し
、窓

口
無
料
化
を
求
め
る
請
願
書

　

本
請
願
は
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
、
通
院
・
入
院

と
も
高
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
す
る

こ
と
と
、
償
還
払
い
方
式
を
や

め
、
窓
口
無
料
化
の
現
物
給
付
方

式
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　

高
校
生
に
な
る
と
医
療

費
も
か
な
り
減
っ
て
く
る
こ
と
が

デ
ー
タ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

ど
う
か

　
　
　
　

お
お
む
ね
一
学
年
２
３

０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円
で
推
移

し
て
い
く
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　
　

28
年
度
予
算
に
お
い
て

町
長
の
予
算
方
針
と
し
て
若
者
が

住
め
る
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な

町
、
子
育
て
し
や
す
い
、
子
育
て

し
た
く
な
る
町
づ
く
り
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
今
回
の
請
願
に
つ
い
て
の

町
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持

ち
か
。

　
　
　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
努

力
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
学
校

の
ト
イ
レ
の
改
修
問
題
な
ど
他
の

行
政
課
題
も
山
積
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
現
在
、
平
群
町
が
高
校

１
年
生
ま
で
医
療
費
助
成
を
拡
充

し
て
い
る
こ
と
自
体
先
進
的
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
。
本
来
少
子
化

対
策
は
国
が
率
先
し
て
お
こ
な
う

こ
と
が
本
意
で
は
あ
る
と
考
え

る
。
県
の
補
助
が
28
年
８
月
か
ら

通
院
も
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ

れ
る
が
、
財
政
の
弱
体
が
顕
著
な

平
群
町
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と

考
え
る
が
趣
旨
は
十
分
理
解
で
き

る
。

　
　
　
　

国
や
県
に
頼
む
だ
け
で

平
群
町
の
少
子
化
対
策
が
で
き
る

の
か
、
県
の
助
成
拡
充
に
よ
っ
て

財
源
的
に
は
賄
え
る
。
こ
の
こ
と

も
踏
ま
え
て
再
度
町
長
の
認
識
を

示
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

行
政
課
題
が
た
く
さ
ん

あ
る
中
で
、
今
後
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

助
成
の
対
象
が
高
校
卒

業
ま
で
と
あ
る
が
、
対
象
の
基
準

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

          

現
行
の
高
校
１
年
生
ま

で
、
16
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
に
準
ず
る
か
た
ち

で
考
え
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　

委
員
長　

植　

田　

い
ず
み

請 願 文 書 表
　子ども医療費助成制度を高校卒業までに
拡充し、窓口無料化を求める請願書

受理番号　　第１号
受理年月日 　平成２８年２月１７日
要　  旨
１　通院・入院とも高校卒業までに拡充すること
２　償還払い方式をやめ窓口無料化の現物給付方式を実施すること
理　  由
　近年、子どもたちのおかれている状況が多様化する中、子どもの医療
費は、経済的負担が一番大きいと言われております。平群町では子ども
医療費助成制度の対象年齢を高校１年生卒業まで拡大され、子育て中
の世帯に喜ばれていますが、平成２８年８月より、奈良県も通院について、
中学校卒業まで助成を拡充することになり、県補助金の対象範囲が拡
大することで町単独経費が削減されることから、さらに高校卒業までの医
療費助成の拡充を求めます。
 また、平群町の子ども医療費助成制度は、医療機関の窓口でいったん
医療費を支払い、２～３ケ月後に口座振り込みされる償還払い方式と
なっており、子育て中の世帯にとって、医療費の窓口での支払いは大きな
負担となっています。近畿地方では、唯一奈良県以外のすべての府県
が窓口無料化を実施しております。厚生労働省も「子どもの医療制度の
在り方等に関する検討会」を設置し、窓口無料化を実施している自治体
への国保の補助金削減のペナルテイの見直しなどが検討されています。
 少子化が進み人口減少に歯止めをかけるために、平群町の子ども医療
費助成制度をいっそう充実させ、子育て中の世帯が経済的負担を心配
せず、安心して医療を受けられるよう、対象年齢を高校卒業までに拡充
し、窓口無料化を実現するために県にも重ねて要望していただくことを求
めます。

請願者の住所及び氏名
平群町三里１３９－２　　　福　田　恵　子
平群町椣原７４９－７　　　山　西　裕　子
紹介議員    髙　幣　幸　生　　馬　本　隆　夫
　　　　    城　内　敏　之　　山　本　隆　史
　　　　    窪　　　和　子
付託委員会  文教厚生委員会

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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平
群
町
子
ど
も
等
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

子
育
て
支
援
策
の
更
な
る
充
実
を
図

る
た
め
、
子
ど
も
等
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
18
歳
に
達
し
た
年
の
３
月
31

日
ま
で
に
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

　　
　
　
　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
は
、
県
下
ト
ッ
プ
の
拡
充

か
。

　
　
　
　

市
町
で
は
ト
ッ
プ
。

　
　
　
　

子
育
て
支
援
の
目
玉
政
策

と
し
て
８
月
か
ら
実
施
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
て
若
い
世
帯
の
定
住
促
進
を
図

り
、
子
ど
も
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
元

気
な
町
を
目
指
す
目
玉
政
策
と
し
て

実
施
し
た
い
。

　
　
　
　

８
月
診
療
分
か
ら
実
施
す

る
発
言
が
あ
っ
た
が
、
も
う
少
し
早

い
実
施
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

県
が
８
月
診
療
分
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
合

わ
せ
て
町
も
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
す
る
と

全
額
町
単
独
負
担
に
な
り
、
財
政
的

に
非
常
に
厳
し
い
。

平
成
28
年
度

平
群
町
一
般
会
計
予
算

　

３
月
定
例
会
に
提
出
し
た
予
算
よ
り

医
療
費
助
成
拡
充
５
０
０
万
円
を
増
額

し
、
総
額
73
億
５
５
０
０
万
円
。

　　

こ
の
予
算
が
提
出
さ
れ
た
後
、
森

田
議
員
・
山
田
議
員
よ
り
、
人
口
減

少
、
特
に
若
者
層
の
流
出
に
よ
る
減

少
が
著
し
い
こ
と
が
、
町
税
収
入
の

減
少
や
地
域
経
済
の
活
力
低
下
を
招

い
て
い
る
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か

け
、
若
者
世
帯
の
転
入
を
図
る
た

め
、
学
童
保
育
の
無
料
化
と
、
高
校

入
学
支
度
金
制
度
を
創
設
す
る
修
正

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

予
算
が
否
決
さ
れ
る
と
新

年
度
予
算
が
な
い
。
事
業
が
実
施
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

予
算
が
否
決
さ
れ
た
時
点

で
は
28
年
度
予
算
は
成
立
し
て
い
な

い
の
で
、
全
て
の
事
業
が
執
行
で
き

な
い
。
た
だ
、
住
民
生
活
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
、
ど
の
事
業
が
必
要

な
の
か
検
討
し
て
対
応
は
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
等
に
係
る
交
付
申
請
は
本
予
算
が

な
く
て
も
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

普
通
建
設
事
業
の
中
で
も

暫
定
予
算
に
組
み
入
れ
て
な
い
も
の

は
、
補
助
申
請
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　

暫
定
予
算
に
な
っ
た
場

合
、
新
規
事
業
は
一
切
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　

基
本
的
に
は
住
民
生
活
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
措
置
す
る

が
、
新
規
事
業
や
普
通
建
設
事
業
は

暫
定
予
算
に
は
入
れ
な
い
の
が
原
則

で
、
執
行
す
る
の
は
困
難
。

　
　
　
　

修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
場

合
は
執
行
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

修
正
案
を
含
ん
だ
予
算
本

体
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
執

行
で
き
る
。

　
　
　
　

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
近

隣
７
町
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

　
　
　
　

保
育
料
は
平
均
的
な
数
字

で
、
開
所
時
間
は
７
時
半
ま
で
と
１
番

遅
く
、
受
け
入
れ
児
童
は
全
学
年
が
対

象
で
、
総
合
的
に
子
育
て
支
援
と
し
て

優
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　
　
　
　

近
隣
７
町
で
学
童
保
育
料

が
無
料
の
町
は
あ
る
の
か
。

第 2 回 臨 時 会（ 3 月 2 8 日 ）
こんなことが決まりました

提
出
区
分

原案可決
修正可決
原案可決
否　決
否　決

○
○
●
●
○

○
○
●
●
○

○
●
○
○
●

○
●
○
○
●

○
●
○
○
●

○
●
○
○
●

○
●
○
○
●

○
●
○
○
●

○
○
●
●
○

○
○
●
●
○

○
○
●
●
○

※

●
※

議決結果議　　　　案　　　　名

山
本
隆
史

城
内
敏
之

井
戸
太
郎

森
田
　
勝

稲
月
敏
子

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

髙
幣
幸
生

窪
　
和
子

馬
本
隆
夫

下
中
一
郎

山
田
仁
樹

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　＊欠席　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

平群町子ども等医療費助成条例の一部を改正する条例について
平成２８年度平群町一般会計予算について
平成２８年度平群町一般会計予算に対する修正案
平成２８年度平群町一般会計予算について（再議の件）
平成２８年度平群町一般会計予算について

※議長は採決に加わりません★再議の議決については、全出席議員の3分の2以上の同意が必要

町
長
提

出
議
案

再
議

議
員
提

出
議
案

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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無
料
の
町
は
な
い
。

　
　
　
　

実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
高

校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
し

か
盛
り
込
ん
で
い
な
い
予
算
を
提
出

さ
れ
た
。
な
ぜ
否
決
さ
れ
た
予
算
と

同
じ
内
容
の
も
の
を
出
し
た
の
か
。

　
　
　
　

反
対
討
論
の
中
で
、
具
体

的
に
ど
の
予
算
が
い
け
な
い
か
と
い

う
話
が
な
か
っ
た
。
６
月
議
会
に
医

療
費
助
成
を
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
提
案
を
す
る
と
公
言
し
て
お
り
、

予
算
が
否
決
さ
れ
た
10
日
後
に
再
び

新
年
度
予
算
を
提
案
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
６
月
を
待
た
ず
に
今

回
の
本
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
　
　
　

10
年
で
町
税
収
入
が
２
割

減
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
じ
り
貧
に
な

る
こ
と
は
共
通
見
解
だ
と
思
う
。
学

童
保
育
無
料
化
が
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
町
行
政
に
な
り
、
人
口
が
増
え

る
。
修
正
案
が
通
っ
た
ら
、
そ
れ
を

粛
々
と
進
め
る
こ
と
が
１
番
住
民
に

迷
惑
を
か
け
な
い
方
法
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　

高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
拡
充
し
、
指
摘
の
あ
っ
た

へ
ぐ
り
創
生
の
上
乗
せ
を
し
た
。
自

信
を
持
っ
て
提
案
し
た
予
算
案
で
あ

る
。

　
　
　
　

学
童
保
育
負
担
金
５
５
６

万
８
千
円
を
ゼ
ロ
に
、
高
校
入
学
支

度
金
を
１
１
０
万
円
増
額
す
る
財
源

は
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

（
修
正
案
発
議
者
）
未
確

定
財
源
の
雑
入
で
処
理
し
、
執
行
に

当
た
り
発
生
す
る
不
用
額
で
賄
う
。

　
原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に

　
反
対
討
論

  

再
提
案
さ
れ
た
本
予
算
案
に
は
、
高

校
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
が
組
み
込
ま
れ
、

子
育
て
と
教
育
を
さ
ら
に
大
き
く
前

進
さ
せ
た
案
で
、
町
内
外
に
も
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
、

県
の
補
助
対
象
拡
充
に
よ
り
、
明
確

な
財
源
も
見
え
る
。
一
方
、
高
校
入

学
支
度
金
は
平
成
14
年
４
月
よ
り
実

施
さ
れ
、
19
年
の
議
決
で
廃
止
と

な
っ
た
。
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
大

変
重
要
で
あ
る
が
、
仮
置
き
焼
却
灰

等
最
優
先
課
題
が
せ
ま
り
、
厳
し
い

財
政
の
時
期
に
実
施
す
る
の
は
、
町

行
政
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

町
税
の
減
収
等
で
、
２
億
１
千
万

円
の
未
確
定
財
源
を
組
ま
ざ
る
を
得

な
い
厳
し
い
予
算
編
成
の
中
、
町
民

と
共
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

最
大
限
努
力
し
た
本
予
算
編
成
に
賛

成
す
る
。
修
正
案
の
学
童
保
育
無
料

化
に
よ
り
、
歳
入
が
５
５
６
万
円
減

と
な
り
、
さ
ら
に
高
校
入
学
支
度
金

の
１
１
０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な

る
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
た

め
、
議
員
報
酬
を
15
％
削
減
す
れ
ば

年
間
で
１
２
４
１
万
円
の
歳
入
増
と

な
る
の
で
、
議
員
報
酬
を
削
減
す
る

こ
と
が
一
番
大
事
で
は
な
い
か
と
考

え
、
修
正
案
に
は
反
対
す
る
。

　

本
予
算
案
に
は
最
重
要
課
題
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成
す

る
。
一
方
、
修
正
案
に
つ
い
て
、
学

童
保
育
無
料
化
を
実
施
す
る
な
ら
条

例
改
正
案
を
提
出
す
べ
き
で
、
入
学

支
度
金
は
条
例
を
制
定
す
る
の
が
本

来
の
形
で
あ
る
。
歳
入
不
足
５
億
円

と
い
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
近

隣
７
町
の
中
で
１
番
優
れ
た
学
童
保

育
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
受
益
者

負
担
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

修
正
案
は
財
源
に
疑
問
を
感
じ

る
。
財
政
難
を
乗
り
切
る
こ
と
が
大

事
で
、
学
童
保
育
無
料
化
を
今
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
。

　
原
案
に
反
対
・
修
正
案
に

　
賛
成
討
論

　

高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
と

い
う
施
策
だ
け
で
は
、
若
い
世
代
に

対
す
る
定
住
促
進
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
戦
略
と
し
て
は
脆
弱
で
、
修
正
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
平
成
20
年
度

以
降
有
料
化
さ
れ
た
学
童
保
育
無
料

化
等
を
実
施
し
、
そ
れ
も
前
面
に
押

し
出
し
、
本
気
で
定
住
促
進
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

　

学
童
保
育
料
を
無
料
に
す
れ
ば
、

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き

く
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡

充
、
定
住
促
進
奨
励
金
施
策
も
生
き

て
く
る
。

　

次
世
代
に
繋
が
る
施
策
を
多
く
提

案
し
て
き
が
、
今
回
の
予
算
に
は
全

く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
本
予
算
案

は
、
斬
新
な
新
規
事
業
が
な
く
、
効

果
の
あ
る
人
口
施
策
も
な
い
こ
と
か

ら
、
全
部
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
ト
ー
タ
ル
で
判
断
し
、
原
案

に
反
対
す
る
。

　

他
町
に
な
い
施
策
を
持
つ
こ
と
が

人
口
流
出
を
止
め
、
若
い
世
帯
を
増

や
し
税
収
を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が

る
。
就
労
世
帯
を
増
や
す
こ
と
が
基

本
で
あ
る
な
ら
、
学
童
保
育
無
料
化

は
非
常
に
魅
力
的
な
施
策
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
が
６
人
に
１

人
と
言
わ
れ
る
中
、
入
学
支
度
金
の

復
活
は
子
育
て
支
援
の
意
味
か
ら
も

大
事
で
、
町
の
未
来
を
考
え
た
時
に

若
い
世
帯
を
ど
う
呼
び
込
む
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
修
正
案
を
評
価
す
る
。

平
成
28
年
度
平
群
町
一
般

会
計
予
算
再
議
の
件

修
正
可
決
に
賛
成
討
論

　

再
議
の
提
出
は
、
修
正
案
に
盛
り

込
ま
れ
た
学
童
保
育
無
料
化
は
絶
対

に
し
な
い
、
若
い
世
代
の
定
住
促
進

は
財
政
状
況
が
悪
い
こ
と
を
理
由
に

そ
れ
な
り
で
よ
い
と
い
う
意
思
の
表

れ
で
は
な
い
か
。
再
議
に
付
さ
れ
た

後
の
展
開
は
予
測
で
き
、
町
長
は
予

算
否
決
も
や
む
な
し
と
判
断
さ
れ
た

と
考
え
る
。

　

人
口
減
少
を
脱
却
す
る
た
め
に

は
、
公
正
・
不
公
正
で
は
な
く
、
町

に
合
っ
た
目
玉
政
策
に
よ
り
魅
力
あ

る
町
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
、
今

回
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
だ
け
で

な
く
、
議
員
の
提
案
を
真
剣
に
受
け

止
め
た
町
政
運
営
を
す
べ
き
だ
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

修
正
可
決
に
反
対
討
論

　

修
正
さ
れ
た
事
項
は
、
事
業
趣
旨

か
ら
全
て
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
見

直
し
廃
止
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

　

学
童
保
育
は
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
お
り
、
全
て
の
児
童
が
入

所
す
る
も
の
で
は
な
く
、
公
的
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
一
定
の
受
益

者
負
担
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

討

　

論

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問
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町政を問う！一般質問一覧一般質問一覧

1．子ども医療費助成を高校卒業まで拡充し
窓口無料化を

2．バリアフリー法に基づく鉄道駅の整備
を

3．病児・病後児保育の実施について
4．無料公衆無線ＬＡＮ（ＷｉーＦｉ）の整
備について

5．町公式ホームページのスマートホン対応
とツイッターの導入を

山本　議員

山口　議員

城内　議員

馬本　議員

井戸　議員

山田　議員

1．（仮称）文化センターの建設について
2．元西小学校舎を子育て世代専用住宅に
3．平群町公共交通空白地域の解消について
4．平群駅周辺整備事業について
5．矢田山に（仮称）東西線を 稲月　議員

1．介護保険料の引き下げを
2．国道１６８号線の沿道サービスについて

1．危険な水路に安全をまもるための柵を計
画的に設置を

2．介護予防・日常生活支援総合事業（新総
合事業）について

1．認知症

1．幼保、各小学校、中学校の連携したサテ
ライト授業導入を

2．野菊の里について。動物火葬の営業時間
はどうなっているのか

植田　議員

1．幼児期における眼科検診の導入を
2．こども園の充実について
3．高齢者の足の確保について

1．第５次総合計画の進捗状況と今後の展開
について

1．旧平群西小学校跡地の利活用について
2．（仮称）文化センター建設とまちづくり
について

髙幣　議員

答
弁

　

私
は
、
定
例
議
会
の
度
に

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
を

と
質
問
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
質
問
は
、

　

①
Ｈ
28
年
度
の
コ
ミ
バ

ス
運
行
経
費
全
額
が
、
国
の

補
助
金
で
運
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
運
賃
収

入
は
運
行
経
費
の
約
6
％

し
か
な
く
、
継
続
す
る
以
上

ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
の

か
、
尚
、
三
郷
町
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
収
支
率
は
約

30
％
で
あ
り
ま
す
。

質
問 公

共
交
通
空
白
地
域
の

　
　
　
　
　
解
消
に
つ
い
て

　

②
増
加
す
る
高
齢
者
等
の

日
常
生
活
利
便
性
向
上
と
全

住
民
の
内
約
30
％
が
コ
ミ

バ
ス
を
利
用
す
る
事
が
出
来

ず
、
税
の
公
平
性
か
ら
も
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　

③
昨
年
の
12
月
議
会
で

代
替
手
法
に
つ
い
て
は
、

「
町
長
は
、
3
ル
ー
ト
＋

α
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

＋
α
の
進
捗
状
況
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　

①
奈
良
県
の
指
標
は

20
％
で
、
運
行
経
費
に
対

す
る
収
入
の
収
支
率
は
、
大

変
低
い
と
認
識
し
て
い
る
。

運
行
の
事
業
検
証
を
行
い
な

が
ら
県
の
指
標
を
目
指
し
た

い
。

　

②
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

③
＋
α
に
は
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
あ
る
い
は
、
有
償

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
に
つ
い
て

調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

1．駅周事業について
2．ふるさと納税の取り組みは
3．コンプライアンス・透明性の高い町政を

森田　議員

1．文化センタ構想と町文化政策について
2．国際力醸成の町内在留外国人及びホーム
ステイ家庭への補助金支給について

3．リサイクル館の今後について

窪　議員

馬本　隆夫

12平成28年5月1日発行
平群 議会だより No.255

議会だより-6.Indd   12議会だより-6.Indd   12 16/04/19   19:3316/04/19   19:33



町政を問う！一般質問一般質問

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

　

け
る
た
め
、平
群
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
、平
成
31

年
度
末
ま
で
に
希
望
出
生
率

1
・
6
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、現
時
点
で
は
、１
・
07

と
県
下
で
一
番
低
い
現
状
で

す
。　

　

中
で
も
若
い
世
代
の
一
番

の
経
済
的
負
担
が
、子
ど
も

医
療
費
で
あ
り
ま
す
。

　

①
昨
年
７
月
31
日
、公
明

党
県
本
部
と
し
て
荒
井
知
事

に「
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
と
窓
口
無
料
化
を
」
要

望
す
る
中
、平
成
28
年
８
月

よ
り
県
補
助
金
の
対
象
範
囲

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、町
が
「
高
校
３
年
生
卒

業
ま
で
に
拡
充
」し
て
も
、町

負
担
額
は
減
少
さ
れ
、今
ま

で
の
中
で
対
応
が
で
き
ま

す
。

子
ど
も
医
療
費
を
高
卒
ま
で
拡
充
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

窓
口
無
料
化
を

質
問

答
弁

 
駅
周
事
業
は
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
が
、
町
施
行
か
ら
組

合
施
行
に
変
更
し
て
、
事
業

を
進
め
て
い
る
。
住
民
の
関

心
が
高
く
、
町
の
財
政
負
担

が
大
き
い
事
業
は
、
完
成
ま

で
後
２
年
し
か
な
い
事
か

ら
、
町
長
の
見
解
は
。

 

①
町
と
組
合
の
役
割
と
責

任

 

②
事
業
に
よ
る
町
へ
の
貢

献
度

　

③
総
事
業
費

　

④
完
成
時
期

①
法
律
よ
り
「
事
業
計

画
・
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

予
算
執
行
を
行
い
、
事
業
期

間
内
に
完
成
さ
せ
る
」
事
で

あ
り
、
事
業
主
体
は
組
合
。

町
は
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
執

行
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
る
だ
け
。
ま
た
、
保
留
地

処
分
で
損
失
が
出
る
と
町
が

組
合
に
５
億
円
を
限
度
に

補
償
し
て
い
る
。

②
平
群
の
玄
関
口
と
し

て
、
駅
前
広
場
、
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
街
路
等
の
整
備
を

行
い
、
行
政
課
題
の
解
決
を

図
る
。

 

③
総
事
業
費
は
事
業
計
画

で
は
75
億
９
０
０
０
万
円

で
、
今
後
事
業
計
画
の
変
更

に
伴
い
約
80
億
に
な
る
予

測
と
し
て
議
会
委
員
会
に
説

明
し
た
も
の
で
あ
り
、
補
助

要
件
を
含
め
、
明
ら
か
に
な

り
次
第
、
委
員
会
に
諮
る
。

 

④
Ｈ
29
年
度
末
で
、
今
の

と
こ
ろ
変
更
は
な
い
。
併
せ

て
、
平
群
西
線
の
暫
定
道
路

を
駅
周
完
成
ま
で
に
、
町
が

責
任
を
も
っ
て
作
る
。

駅周事業について

質
問

答
弁

岩
﨑
町
長
に「
高
校
卒
業
ま

で
の
拡
充
」
に
対
す
る
ご
見

解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

②
窓
口
無
料
化
を
実
施
す

る
た
め
、県
に
も
強
く
要
望

を
求
め
ま
す
。

　

①
人
口
減
少
、少
子
化
対

策
と
し
て
、子
育
て
支
援
は

国
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。「
高
校

３
年
生
卒
業
ま
で
の
医
療
費

助
成
」に
つ
い
て
は
、平
群
町

の
子
育
て
支
援
の
目
玉
政
策

と
し
て
、８
月
診
療
分
、
10

月
支
払
い
か
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

②
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

も
、引
き
続
き
町
村
会
に
強

く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

森田　勝

窪　和子
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町政を問う！一般質問一般質問

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
基

金（
貯
金
）は
、今
年
度
決
算

見
込
み
と
新
年
度
予
算
案
で

の
積
み
増
し
を
含
め
れ
ば
、平

成
28
年
度
末
に
２
億
５
千
万

円
に
も
な
り
ま
す
。　
　

　

今
年
度
か
ら
３
年
間
の
第

６
期
計
画
で
は
、
29
年
度
末

の
基
金
は
５
５
０
０
万
円
。

　

基
金
が
大
幅
増
し
た
の

は
、国
の
制
度
変
更
に
よ
る
介

護
利
用
の
抑
制
も
あ
り
ま
す

が
、昨
年
４
月
か
ら
の
保
険

料
引
き
上
げ
が
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

大
幅
増
の
基
金
を
活
用
し

て
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
を
、上
げ
幅
に
不
公
平

が
生
じ
て
い
る
所
得
区
分

「
第
８
段
階
」（
合
計
所
得
１

９
０
万
円
〜
２
５
０
万
円
で
、

上
げ
幅
は
40
％
以
上
）
な
ど

の
料
率
を
是
正
し
、全
体
的

に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

　

町
長
が
決
断
す
れ
ば
出
来

る
こ
と
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
策
定
委
員

会
で
慎
重
に
協
議
し
て
決
め

た
も
の
。
１
年
目
だ
け
の
結

果
で
た
だ
ち
に
引
き
下
げ
を

検
討
す
る
の
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
の
平
成
29
年
度
の
見
直

し
で
は
、よ
り
慎
重
に
、こ
れ

ま
で
の
傾
向
と
今
後
の
見
通

し
を
し
っ
か
り
立
て
て
保
険

料
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　

平
群
も
心
豊
か
な
水
と
文

化
の
町
と
訴
え
て
い
る
。

　

国
は
文
化
芸
術
を
地
域
資

源
の
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

の
起
爆
剤
に
す
べ
き
で
、
新

し
い
平
群
に
は
創
造
文
化
芸

術
へ
の
公
的
支
援
が
必
要
で

す
。

　

文
化
等
の
戦
略
を
定
め
て

欲
し
い
。
国
の
文
化
庁
が
い

う
文
化
政
策
を
参
考
に
す
べ

き
で
す
。

　

例
え
ば
国
は

１
文
化
芸
術
各
分
野
の
振
興

２
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興

３
国
際
交
流
等
の
推
進　
　

４
芸
術
家
等
の
養
成
・
確
保

５
国
語
の
正
し
い
理
解　
　

６
日
本
語
教
育
の
充
実

７
著
作
権
等
の
保
護

８
国
民
の
文
化
芸
術
の
充
実

９
文
化
芸
術
拠
点
の
充
実
等

で
す
。

　

本
町
も
文
化
政
策
を
策
定

し
、
町
の
未
来
を
創
造
す
る

事
で
す
。

　

文
化
拠
点
で
あ
る
公
民
館

は
、
社
会
教
育
活
動
で
長
年

の
成
果
を
蓄
え
て
お
り
、
今

後
も
文
化
で
は
最
大
限
の
活

用
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

施
設
の
老
朽
化
で
多
様
な

住
民
の
要
求
に
十
分
で
な

い
。

　

新
文
化
セ
ン
タ
構
想
は
、

町
の
豊
か
な
文
化
芸
術
を
未

来
に
継
承
す
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
公
民
館
等
を
複
合
化

す
る
整
備
方
針
で
す
。

　

町
が
目
指
す
文
化
・
教

育
の
香
り
が
漂
う
町
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
平
群

に
ふ
さ
わ
し
い
「
知
の
拠

点
」
新
文
化
セ
ン
タ
を
考

え
て
い
る
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

文化センタ構想と
　　　　　町文化政策について

山口　昌亮

髙幣　幸生 
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町政を問う！一般質問一般質問

答
弁

昨
今
関
心
の
度
合
い
が
高

く
な
っ
て
い
る
認
知
症
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

町
と
し
て
普
及
、
啓
発
し

て
お
ら
れ
る
が
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
認
定
に
つ
い
て
は

特
別
な
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞

く
が
、
何
人
の
構
成
で
、
何

チ
ー
ム
ぐ
ら
い
あ
り
、
そ
の

体
制
で
充
分
な
の
か
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

を
開
い
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
。若

年
性
認
知
症
の
急
増
が

質
問

認

知

症

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
は
？

い
ま
だ
に
病
気
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ず
に
恥
ず
か
し

が
っ
て
、
社
会
か
ら
逃
げ
る

傾
向
に
あ
る
と
聞
く
が
、
そ

の
人
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
は
年
に

数
回
の
講
習
会
を
開
い
て
き

て
い
る
。

認
定
に
つ
い
て
は
、
７

名
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
い

る
。
現
在
は
１
チ
ー
ム
だ

け
で
あ
り
、
追
加
は
考
え
て

い
な
い
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は

14
回
開
催
し
て
お
り
、
次
々

に
計
画
を
広
げ
て
い
く
。

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

ま
だ
検
討
段
階
で
あ
る
。

認
知
症
患
者
の
居
場
所
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
サ
ロ

ン
な
ど
の
利
用
を
考
え
て
い

る
が
、
そ
の
協
力
も
必
要
な

の
で
検
討
中
の
段
階
で
あ

る
。

 
①
来
年
４
月
か
ら
要
支
援

１
・
２
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
移
行
に
向
け
事

業
内
容
検
討
が
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
「
多
様
な
担
い

手
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
と
「
現
行
相
当
」
の

サ
ー
ビ
ス
と
の
分
か
れ
目
は

何
か
。

②
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
で

「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
認

定
さ
れ
た
人
は
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
長
寿
会
な
ど
が

運
営
す
る
体
操
教
室
等
を
利

用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
実

際
上
、
大
字
単
位
・
住
民
主

体
で
本
当
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
の
か
。

 

③
新
事
業
に
移
行
済
み
の

自
治
体
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
希
望
を
無
視
し
介

護
「
卒
業
」
と
さ
れ
、
居
場

所
、
意
欲
を
失
っ
た
と
い
う

事
例
が
報
道
さ
れ
て
い
た

が
、
本
町
で
は
同
様
の
事
が

起
こ
ら
な
い
か
？
移
行
済
自

治
体
の
事
例
を
学
ん
で
欲
し

い
。

 

①
事
業
内
容
は
広
域
７
町

で
ほ
ぼ
合
意
を
し
た
。

申
請
書
か
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
提
出
し
て
も
ら
い
、
利
用

者
の
同
意
の
上
で
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
決
め
る
。

 

②
居
住
地
近
く
で
実
施
す

る
方
が
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
で
き
る
か
ど
う
か
は
今

後
相
談
、
28
年
度
に
試
行

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

 

③
利
用
者
の
同
意
な
し
に

強
制
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
変
更

す
る
こ
と
は
な
い
。

介護予防・日常生活支援総合事業について

質
問

答
弁

城内　敏之

稲月　敏子
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町政を問う！一般質問一般質問

　

近
年
、映
像
と
音
声
、双

方
向
が
同
時
に
通
信
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
と
は
、

授
業
す
る
教
師
と
離
れ
た
場

所
に
い
る
児
童
生
徒
と
を
テ

レ
ビ
電
話
な
ど
の
双
方
向
通

信
で
繋
ぎ
、お
互
い
の
様
子

が
見
え
る
授
業
の
こ
と
。

　

諸
外
国
で
は
、遠
く
て
通

学
で
き
な
い
児
童
を
対
象
に

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
取
り
入

れ
て
い
る
。日
本
国
内
の
あ

る
小
学
校
で
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン

の
現
地
の
先
生
と
ラ
イ
ブ
で

同
時
通
信
し
て
英
会
話
を

行
っ
て
い
る
。

　

単
な
る
「
ビ
デ
オ
授
業
」

で
は
な
く
、双
方
向
だ
か
ら

こ
そ
、教
え
る
先
生
か
ら
も

児
童
生
徒
の
反
応
、理
解
度

を
把
握
で
き
る
。

　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

・
同
じ
教
師
数
で
の
英
語
授

業
の
増
加

・
担
任
の
産
休
、育
休
、病
休
、

出
張
時
の
授
業
補
完

・
質
の
高
い
授
業
の
共
有

・コ
ス
ト
が
、か
か
ら
な
い

・ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

・
教
育
大
綱
の
意
図
と
合
致

幼
保
、各
小
学
校
、中
学
校

の
連
携
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
授

業
の
導
入
は
い
か
が
か
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
導
入
は
、授

業
の
質
の
低
下
や
、Ｉ
Ｔ
Ｃ

利
用
教
員
育
成
コ
ス
ト
の
面

で
、懸
念
さ
れ
る
。

 

た
だ
、４
月
か
ら
設
置
の
情

報
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
議
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

幼保・小・中、連携の
　　　　　　　サテライト授業導入を

質
問

答
弁

幼
児
期
の
眼
科
検
診
に

よ
っ
て
斜
視
や
弱
視
の
早
期

発
見
・
治
療
が
で
き
、
そ
の

こ
と
で
両
眼
と
も
に
良
好
な

視
力
の
獲
得
が
子
ど
も
達
の

健
全
な
発
達
に
と
て
も
大
切

で
す
。

　

両
眼
機
能
は
、
物
や
空
間

を
三
次
元
的
（
奥
行
き
、
段

差
と
そ
の
程
度
、
微
妙
な
距

離
感
の
識
別
）
に
捉
え
る
能

力
で
す
。
こ
の
妨
げ
と
な
る

の
が
弱
視
で
、
そ
の
原
因
の

多
く
は
斜
視
や
不
同
視(
遠

視
・
近
視
・
乱
視
の
程
度)

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
に
斜
視
や
弱
視
を

早
期
発
見
し
治
療
す
れ
ば
、

小
学
校
入
学
前
に
一
定
の
視

力
と
両
眼
機
能
を
獲
得
で

き
、
学
習
や
運
動
へ
の
積
極

的
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

両
眼
機
能
獲
得
は
６
歳
程

度
で
殆
ど
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
就
学
の
数
年
前
に
発

見
さ
れ
る
事
が
重
要
だ
と
眼

科
医
の
先
生
か
ら
お
聞
き
を

し
て
い
ま
す
。

 

ぜ
ひ
、
３
・
４
歳
児
へ
の

眼
科
検
診
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

６
歳
頃
ま
で
に
治
療
し
な

け
れ
ば
、
生
涯
に
わ
た
る
矯

正
視
力
の
改
善
が
難
し
い
。

早
期
発
見
・
治
療
が
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
発
達

状
況
や
適
応
性
に
合
わ
せ
た

視
力
検
査
の
あ
り
方
が
必
要

で
あ
り
眼
科
医
、
小
学
校
、

こ
ど
も
園
等
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問

幼
児
期
に
お
け
る

　
　 

眼
科
検
診
の
導
入
を

答
弁

井戸　太郎

植田いずみ
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町政を問う！一般質問一般質問

答
弁

第５次総合計画の
　　　進捗状況と今後の展開

質
問

答
弁

　

総
合
計
画
と
は
、
市
町
村

が
個
性
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
長

期
的
な
将
来
目
標
を
定
め
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

た
め
の
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
の
運
営
方
針
を
定

め
た
も
の
で
す
。

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
平
成
24
年
２
月
よ
り
11

回
の
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
審
議
会
委
員
と
し

て
参
画
し
、
基
本
戦
略
の

「
子
育
て
と
教
育
」
に
つ
い

て
、
実
践
を
踏
ま
え
て
意
見

を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
全
体
の
進
行
管

理
に
つ
い
て
、
目
標
達
成
の

観
点
か
ら
、
長
期
計
画
全
体

は
、
い
つ
見
直
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
29
項
目
の
重
点

施
策
の
な
か
で
、
特
筆
的
に

実
施
し
て
い
る
施
策
の
進
捗

状
況
を
質
問
致
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
全
体
の
見
直
し

は
、
計
画
の
構
成
と
し
て

５
年
を
一
つ
の
単
位
と
し

て
考
え
、
平
成
25
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
を
前
期
計

画
、
30
年
度
か
ら
34
年
度

ま
で
を
後
期
計
画
と
し
て
位

置
付
け
、
29
年
度
中
に
後

期
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　

特
筆
的
に
実
施
し
て
い
る

施
策
は
、
「
竜
田
川
の
魅
力

づ
く
り
」
「
ご
み
減
量
対

策
」
「
地
域
の
防
災
体
制
づ

く
り
の
推
進
」
「
健
康
づ
く

り
」
の
４
点
に
つ
い
て
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

26
年
12
月
議
会
で
、
役
場

本
庁
舎
と
し
て
の
利
用
も
提

案
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
検
討
す
る
考
え
も
な
い
と

の
事
で
し
た
。

　

27
年
６
月
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
利
活
用
の
プ
ラ

ン
を
含
め
た
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
町
単
独

費
、
４
８
６
万
円
を
費
や

し
た
旧
平
群
西
小
学
校
跡
地

利
用
計
画
策
定
業
務
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問 旧

平
群
西
小
学
校
跡
地
の

　
　
　
　
　
利
活
用
に
つ
い
て

　

①
説
明
頂
い
た
プ
ラ
ン
で

の
概
算
改
修
工
事
費
で
は

１
億
円
程
度
必
要
と
の
事

で
し
た
が
、
利
用
を
計
画
し

て
い
た
各
団
体
と
の
協
議
、

ま
た
は
新
た
な
利
用
計
画
等

も
含
め
た
進
捗
状
況
は
？

　

②
文
化
協
会
員
の
中
で

も
、
将
来
に
対
す
る
不
信
や

不
安
感
と
と
も
に
、
公
民
館

と
し
て
の
利
用
も
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
も
耳
に
し
て
い

る
が
い
か
が
お
考
え
か
？

　

①
現
状
、
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
構
想
も
並
行
検
討
し
て

お
り
、
具
体
的
利
活
用
計
画

が
検
討
し
き
れ
て
い
な
い
。

新
た
に
民
間
事
業
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
選
択

肢
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　

②
利
用
者
か
ら
は
、
財
政

難
の
中
、
旧
西
小
学
校
を
利

活
用
し
て
は
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
大
規
模
な
改
修
が
必

要
で
あ
り
、
町
の
方
針
と
は

異
な
り
、
利
活
用
は
困
難
。

山本　隆史

山田　仁樹
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会
議
長
会
表
彰

町の話題

　あすのす平群（平群町観光文化交流館・町立図書館）は10年前、平群町
中央公民館3階の図書室から旧診療所を改修して、平群の観光・文化・歴史・
農業の発信基地、人と人がふれあうくつろぎの場、平群町の良さを体感できる
使い勝手の良い施設を目指して誕生しました。今では、赤ちゃんからお年寄り
まで多くの方に親しんでいただけるようになりました。小規模であっても、着実
に発展を遂げることができましたのは、たくさんのボランティアの皆さんのサ
ポートがあったからです。
　そこで、10年間のご利用、ご支援に感謝の気持ちを込め、1月26日に開館記
念日のお祝いを、3月21日は記念式典とイベントを行いました。
　平群小学校・平群南小学校金管クラブの演奏、和歌山県有田川町地域交
流センター前センター長の三角治氏の講演「未来につながる元気な図書
館」、あすのす平群10年間のDVD上映、午後は大ホールが交流ひろばに替
わり、10周年記念音頭、昔あそび、おもちつき、大空カフェや10周年記念品
（手ぬぐい・缶バッジ・缶マグネット）の販売、タイムカプセル、お祝いのメッセージ
で桜の木は満開になりました。研究室あすのすギャラリーの、大森重夫氏の
平群百景のスライドショーと油絵３点の特別出展、フォトクラブくまがしの写真
展にも多くの方にお越しいただきました。
　この日の賑わいと感動を、あすのす平群のこれから始まる１０年へのエネル
ギーに替え未来につなげて行きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　あすのす平群前館長　西村君江

下中　一郎　議長
　

３
月
28
日
、奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、下
中
一
郎
議

長
が
議
員
特
別
功
労
者
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

議会事務局職員の異動
　４月１日付で、次のとおり
人事異動がありました。
議会事務局主幹　高橋恭世

（前福祉課係長）
中央公民館長　　田中裕美

（前議会事務局主幹）

　

平
成
28
年
3
月
末
の
時
点

で
、
平
群
町
内
に
０
歳
が

1
0
5
人
、
１
歳
が
92
人
い

ま
す
。
平
群
で
は
、
育
児
相

談
や
定
期
検
診
な
ど
、
乳
幼

児
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
き
め

細
か
く
あ
り
、
皆
さ
ん
活
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

１
歳
前
後
に
な
る
と
、
日

に
日
に
で
き
る
こ
と
が
増

え
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
も
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
泣
い
た

り
、
笑
っ
た
り
、
と
き
に
は

怒
っ
た
り
。
子
育
て
は
、
目

を
離
さ
ず
見
守
る
必
要
が
あ

り
、
本
当
に
大
変
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
愛
く
る
し
い

笑
顔
で
、
ぎ
ゅ
ー
と
さ
れ
る

と
た
ま
り
ま
せ
ん
。
思
わ

ず
、
顔
の
筋
肉
が
緩
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

が
、
ず
っ
と
、
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
一
句
。

　

赤
ち
ゃ
ん
語  

家
の
み
ん
な

の　

標
準
語　
　

井
戸
記
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